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　　 これまでのあゆみ

　昭和６年２月20日、「島根県体操連盟」として発足。
全日本体操連盟発足後１年足らずで、全国に先駆けての
創立であった。初代の島根県体育運動主事であった園山
亀蔵氏が初代会長として暗中模索の出発であった。
　昭和８年11月23日第１回の県選手権大会を開催し、今
でいう成年男女、少年男女が42人も集まった。昭和21年
に第１回国民体育大会が開催され、その予選を兼ねた島
根県体操連盟による体操選手権大会が再開された。
　歴代会長は、～昭和30年まで園山亀蔵氏（24年間）
～昭和33年まで竹内懋氏～平成８年まで石田浩造氏、
～平成10年まで大屋敏郎氏、～平成20年まで渡辺悦男
氏、～平成28年まで石橋富二雄氏、～現在まで瀬戸浩
二氏がそれぞれ就任。理事長として横田勝之助、山根弘
義、松本敏雄、渡辺悦男、青木誠、原洋二、竹谷一、
重谷昇、河井誠治の各氏が会長を支えて今に至る。
　発足当初より竹本正男、上迫忠夫両選手の大活躍があ
り、世界にその名を馳せた。以来昭和39年まで、国体で
は入賞を続けた。
　その後やや低迷が続いた。渡辺理事長は、昭和57年
〝くにびき国体〟を目標に、選手育成のため県内に体操
教室を普及させ底辺拡大を図る。同時に新体操にも力を
注ぎ、男子新体操部も平田高校に作った。さらに、NHK
杯体操を浜田の県立体育館で、松江で新体操の優秀選
手演技会を開催するなど機運を高めた。そして〝くにび
き国体〟総合優勝へと導かれたのである。
　この後は、国体ブロック大会予選通過までに留まって
いる。体操競技、新体操男女、トランポリンともに、人
口減、体操部減の中だが、底辺拡大、競技力向上に向
けて力を合わせるときである。

　　 現在の状況

　くにびき国体の遺産である県立体育館建設記念大会は
小、中、高校生が一堂に会するという稀有な形で続き、
令和５年で46回大会を迎える。　
　また、この大会とは別にジュニアの県大会も開催され、
参加数は年々増えている。
　中学総体の団体参加は男子３校１クラブ、女子８校。
高校は男子２校女子１校であり、クラブ所属選手の存在
が大きくなっている。
　島根大学体操部は、教育学部の変革とともに競技経験
者が集まりにくい状況となっている。新体操について男子
は高校の部活動がなくなり、現在、体験会開催やジュニ
ア育成に取り組んでいる。女子は開星中学・高等学校で
継続して活動しており、中国ブロック大会や本国体へも
出場している。
　トランポリン競技は組織が発足したばかりで、県スポー
ツ協会や本協会との連携のもと、少しずつ競技者が増え
ている状況である。

　　 これから

　戦前、戦後の島根にとって体操競技はお家芸の一つで
あった。その後、昭和30年代から故渡辺悦男氏が島根大
学体操部を鍛えるとともに体操競技の普及に努めた結果
が、くにびき国体の体操競技総合優勝につながった。そ
の後、指導者、選手が減少傾向となり、成績も厳しい状
況が続いた。しかし、近年、浜田市、出雲市、松江市に
立ち上がった民間クラブから全国に通用する選手が育
ち、中には他県の強豪校で活躍する選手も出てきた。
　2030年の島根かみあり国スポを目指す中で、組織の
見直し、自主財源の確保、斬新な強化策、民間クラブと
の連携など課題は山積状態である。　　
　県民や競技関係者、これまで体操島根を支えてこられ
た先人の皆様の期待に応えられるよう競技力の向上に取
り組んでいきたい。

島根県体操協会

第46回島根県立体育館建設記念島根県体操競技大会　
選手宣誓　原田碧空翔選手

第46回島根県立体育館建設記念島根県体操競技大会表彰式

第46回島根県立体育館建設記念島根県体操競技大会　平均台

　　 これまでのあゆみ

　ソフトテニス（軟式庭球）を通して社会貢献するため、

昭和30年に島根県軟式庭球連盟として発足した。国際普

及を目指した競技名称変更に合わせて、平成４年に島根

県ソフトテニス連盟と改称し、大会開催や各種事業実施

を通じてソフトテニスの普及・振興を図っている。

　くにびき国体（昭和57年）、

スポレク（平成４年）、ねんりん

ピック（平成７年）、２度のイン

ターハイ（平成７年、平成16年）

のほか、日本連盟主催の各種

全国大会を主管することを契機

に競技力向上にも取り組み、全

国レベルで活躍する小・中・高

生選手も多数輩出している。国

際大会に日本代表として出場、

入賞する選手も複数名出てお

り、令和５年の第19回アジア競

技大会では本県出身の内田理久選手が男子国別対抗金

メダル獲得に貢献した。

　　 現在の状況

　県連盟のソフトテニス活動は、各地域（隠岐・安来・

松江・出雲・雲南・横田・大田・邑南・江津・浜田・益田）

での大会実施を中心に、小学生委員会・中学校部・高体

連・レディース連盟などの団体活動とも相互に連携して取

平成24年全日本小学生
大会案内看板

り組んでいる。

　松江市が会場となる2030年島根かみあり国スポの開

催に向けて、各種別の目標達成そして競技別総合優勝を

目指し、選手強化や競技環境の整備、組織の充実など準

備を進めている。ここまでの歩みの中で島根のソフトテ

ニスが国体の競技得点を獲得したのは、昭和57年のくに

びき国体、平成28年の岩手国体、平成29年の愛媛国体

の３回、いずれも少年男子の活躍によるものである。

2030年の目標は高く、厳しい挑戦となるが、選手・ス

タッフ・役員など関係者が一丸となってこれを乗り越えた

とき、その先に続く道が開けるものと期待している。

　　 これから

　登録会員は、小中高・社会人を含め2410人（令和４年

度末）であり、少子化の影響もあり年々減少している。

ソフトテニスは高い競技性を持つスポーツであると同時

に、世代を問わず楽しく長く続けられるスポーツでもあ

る。今はソフトテニスの大会を一般の方が見に来ること

はほとんどないが、これからは見ても楽しいソフトテニス

としての演出がソフトテニスの発展に欠かせないものと

なってくる。いつでも取材され、報道されるような工夫を

していく必要がある。そして、する・みる島根のソフトテ

ニスを支える基盤として、各地域・団体・県連盟の役員・

スタッフとして協力してくれる人材の育成と確保がとても

大切である。競技団体を持続可能なものとするためにも、

いつか支える側となってくれるソフトテニス登録会員=愛

好者を増やす努力をしていきたい。

島根県ソフトテニス連盟

平成28年中国選手権（松江）開会式平成29年愛媛国体表彰


